
　
創
立
者
が
目
指
し
た
の
は
、
吉
田
松

陰
の
松
下
村
塾
や
広
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園

の
よ
う
な
、
教
育
と
生
活
の
共
存
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
「
寮
」
で
は
な
く
「
塾
」

で
あ
り
、「
24
時
間
の
教
育
」「
師
弟
同

行
」「
知
行
合
一
」
の
場
で
し
た
。

　
生
徒
数
の
増
加
に
伴
い
、
1
9
3
2

年
か
ら
は
男
子
塾
、
女
子
塾
で
の
共
同

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
以
降
、
玉
川

の
発
展
と
と
も
に
、
小
原
國
芳
先
生
の

自
宅
が
あ
る
聖
山
の
ふ
も
と
に
塾
舎
が

建
ち
並
び
、「
玉
川
塾
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
交
通
機
関
の
発
達

に
よ
り
自
宅
か
ら
通
学
可
能
な
生
徒
も

増
え
、
塾
生
は
親
元
を
離
れ
て
生
活
す

る
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

24
時
間
の
教
育
の
場

　
私
が
1
9
7
6
年
早
春
に
愛
媛
の
実

家
で
玉
川
大
学
の
合
格
通
知
を
受
け
取

っ
た
と
き
、「
入
塾
願
」
も
一
緒
に
届
き

ま
し
た
。
入
塾
願
に
は
玉
川
大
学
の
志

望
理
由
な
ど
を
父
母
が
記
述
す
る
欄
が

あ
り
、私
の
父
は
『
児
童
百
科
大
辞
典
』

の
こ
と
を
書
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
こ
ろ
、
塾
で
は
中
学
生
か
ら
大

学
生
ま
で
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
私

は
玉
川
大
学
の
4
年
間
を
塾
生
と
し
て
、

ま
た
本
学
奉
職
後
の
3
年
間
を
舎
監
と

し
て
大
学
塾
で
過
ご
し
、
多
く
を
学
び

ま
し
た
。
当
時
を
振
り
返
る
と
、
教
員

や
仲
間
と
額
に
汗
し
、
大
い
に
食
し
、

歌
い
、
泣
き
、
笑
い
、
祈
り
、
学
び
あ

っ
た
思
い
出
に
満
ち
て
い
ま
す
。

　
大
学
塾
で
は
入
学
後
2
年
間
で
塾
教

育
の
本
質
を
体
得
し
、
研
修
を
受
け
た

少
数
の
上
級
生
（
3
、
4
年
生
）
が
、
下

級
生
（
1
、
2
年
生
）
の
世
話
に
あ
た
る
、

塾
生
に
よ
る
自
治
を
目
指
し
て
い
ま
し

た
。
実
際
は
、
学
生
に
す
べ
て
が
委
ね

ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
塾
舎
ご

と
に
複
数
の
舎
監
の
教
員
が
と
も
に
生

活
す
る
指
導
民
主
制
的
な
運
営
で
し
た
。

師
弟
同
行
を
基
本
に
、
い
ず
れ
の
塾
も

家
庭
的
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
舎
監
は
1
年
を
通
し
て
塾
舎
に
寝
起

き
し
、
塾
生
の
生
活
に
常
に
寄
り
添
い
、

24
時
間
の
教
育
や
師
弟
同
行
を
体
現
し

ま
す
。
毎
朝
の
礼
拝
や
小
学
部
（
現
低

学
年
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
体
操
、
朝
夕

の
塾
食
堂
（
後
の
り
ん
ど
う
食
堂
）
で
の

会
食
に
は
塾
生
全
員
と
と
も
に
、
必
ず

舎
監
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
塾
の
最
小
単
位
は
個
々
の
「
塾
生
」

で
す
。
共
同
生
活
の
中
で
、
ど
の
よ
う

に
自
学
自
律
を
進
め
る
か
が
目
標
で
す
。

続
く
単
位
は
「
部
屋
」
で
、
上
級
生
の

部
屋
長
を
中
心
に
4
人
が
生
活
を
と
も

に
し
ま
す
。「
今
日
も
、
笑
顔
で
挨
拶

し
ま
し
た
か
」。
入
塾
後
は
、
こ
の
言
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当時を偲び塾生活について語る筆者。手にしているのは
1954年から87年まで刊行された塾年誌『鼓響（こきょう）』

員
と
児
童
生
徒
が
と
も

に
生
活
し
な
が
ら
学
ん

だ
玉
川
学
園
の
塾
教
育

は
、
全
人
教
育
の
礎
と

な
る
も
の
で
し
た
。
1
9
2
9（
昭
和

4
）年
の
開
校
に
合
わ
せ
て
教
員
3
家

族
と
職
員
、
塾
生
20
余
名
が
玉
川
に
移

住
し
た
こ
と
が
、
玉
川
の
塾
の
原
点
で

す
。
当
時
は
教
員
の
家
族
の
一
員
と
し

て
家
事
も
分
担
し
た
2
、
3
名
の
「
学

僕
」、
7
、
8
名
で
教
員
宅
に
寄
宿
す

る
「
塾
生
」、
独
立
し
て
自
治
生
活
す

る
「
寮
生
」
が
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
じ

て
「
塾
生
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

教
山岡好夫

農学部生産農学科教授
Yoshio Yamaoka

創立者小原國芳が掲げた教育理念のひとつに、
「塾教育」がありました。
約60年のあいだ玉川で実践された塾教育を、
塾生として、また舎監として体験した
筆者が振り返ります。

玉川塾の
教育
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玉川塾 年表
玉川学園創立と同時に始まった
塾の歴史は、1987年3月まで続きました。
半世紀を超えるあゆみをたどります

塾での生活
教員宅での共同生活に始まり、多様な塾舎へと
発展していった塾。塾長は代々の学園長が務めました

1創立期、教員宅に塾生が寝起きしてい
た頃の「怡東塾」の間取り図　 2大太鼓
が時を告げる2代目の太鼓櫓。太鼓櫓は
現在まで、ほぼ同じ場所に建つ 3 1937年
頃の女子塾にて。女子部の生徒たちがと
もに生活していた　 4塾生活の一コマ。
異年齢が集う生活は、さながら家族のよ
うだった

大学塾の1日
（1980年頃）

朝の礼拝や体操は、塾生全員の日課。
毎回の食事は塾食堂に集いました

二番太鼓で聖山に向かう6:20

三番太鼓を合図に
朝の礼拝を開始
讃美歌を歌い
朝の祈りを捧げた後、
小学部グラウンドで体操

6:30

塾食堂で朝食7:00

登校8:30

塾食堂で昼食12:00

18:00 太鼓が帰塾の
門限を知らせる

18:30 塾食堂に揃い、夕食

19:30 太鼓の合図で自習開始

22:30 太鼓の音とともに
消灯、就寝

一番太鼓とともに
起床、身支度

6:00

1929
玉川学園開校。
教員3家族、職員、
塾生20余名が
玉川に移住

1930
『玉川塾の教育』刊行。
塾食堂の利用開始

1941
若葉塾完成1943

塾舎建築労作の後、
晴嵐塾、暁峰塾完成

1946
食糧事情の悪化により塾を
一時閉鎖。8月末に再開

1948
晴嵐塾の1階を改装、
小学部校舎に

1950
小学部校舎
（旧晴嵐塾）
焼失

1960
塾食堂（後のりんどう食
堂）完成。学園初の鉄筋
コンクリート建築

1961
暁峰塾焼失

1962
龍胆塾（女子塾）完成

1963
暁峰塾（男子塾新館）、
梁山塾完成1964

海棠塾（女子塾）完成

1967
高校生男子塾完成。
のちに明倫塾と命名

1970
3代目の太鼓櫓落成式

1977
6月に「おばさま」、
12月に「おやじ」逝去

1987
玉川塾の発展的解消

1966
青雲塾（中学部男子塾）完成。桔梗塾
（女子塾）および塾食堂拡張工事完成

1932
男子塾、女子塾の設置

1朝の礼拝や食事を終えて旧暁峰塾から各校舎へと向かう児童、生徒たち。大学生より少
し早い登校　 2旧塾食堂にて、夕食の配膳を手伝う男子学生と舎監。女子学生は調理を手
伝った　 3夕食後の自習風景（高等部生）。自学自律の精神が生かされている。自習室は消
灯後も使用可能だった　 4就寝前のひととき。カーテンを閉めたベッドが自分だけの空間

1 2 3 4

1
2

3 4
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ほ
か
「
お
ば
さ
ま
研
究
会
」
も
継
続
し

て
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
や
じ
と
お
ば
さ
ま
は
塾
の
行
事
や

日
々
の
会
食
に
頻
繁
に
足
を
運
び
、
そ

の
都
度
、「
塾
は
玉
川
の
目
玉
ぞ
!
」

「
玉
川
の
丘
か
ら
讃
美
歌
が
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
ら
、
ど
う
ぞ
玉
川
を
潰
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
と
き
に
激
し
く
、
と

き
に
柔
和
に
心
か
ら
励
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。
ど
の
講
話
も
と
に
か
く
魅
力
的

で
、
お
や
じ
と
お
ば
さ
ま
の
世
界
観
に

ど
っ
ぷ
り
と
引
き
込
ま
れ
、
ふ
と
気
付

く
と
授
業
開
始
時
間
が
迫
っ
て
い
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

　
毎
年
、
数
名
の
大
学
男
子
塾
生
が

「
お
や
じ
当
番
」
を
担
い
ま
し
た
。
書

生
の
よ
う
な
も
の
で
、
小
原
邸
で
待
機

し
ま
す
。
来
客
の
取
次
、
塾
行
事
の
送

迎
、
講
話
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
の
板
書

消
し
な
ど
仕
事
の
一
部
を
手
伝
い
ま
す
。

　
私
は
2
年
生
の
と
き
、
2
名
の
1
年

生
と
と
も
に
次
年
度
の
お
や
じ
当
番
候

補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
当
時
、
小
原
邸

に
投
宿
し
て
い
た
ス
イ
ス
の
教
育
家
ヴ

ェ
ル
ナ
ー
・
チ
ン
メ
ル
マ
ン
博
士
に
、

学
内
牧
場
の
牛
乳
を
届
け
た
こ
と
な
ど

を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　
1
9
7
7
年
12
月
13
日
。「
塾
生
は

直
ち
に
塾
に
帰
り
な
さ
い
」
と
指
導
教

授
の
声
が
静
か
に
生
物
学
実
験
室
に
響

RESEARCH ESSAY
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葉
に
始
ま
る
塾
生
活
の
す
べ
て
を
上
級

生
か
ら
親
身
に
教
わ
り
ま
す
。
週
番
な

ど
は
塾
舎
ご
と
に
割
り
振
ら
れ
ま
す
。

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
、
さ
ら
に
タ
イ
や

中
国
か
ら
の
留
学
生
も
い
て
、
出
身
地
、

年
齢
、
学
年
、
学
部
、
課
外
活
動
も
異

な
る
活
気
溢
れ
る
青
年
た
ち
が
大
勢
集

い
、
時
を
忘
れ
自
由
に
語
り
合
う
、
ま

さ
に
人
間
文
化
の
る
つ
ぼ
で
し
た
。

日
々
の
生
活
の
中
で
ピ
ア
ノ
や
フ
ル
ー

ト
の
練
習
曲
が
流
れ
、
フ
レ
ー
ベ
ル
や

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
、
あ
る
い
は
教
育
現
場

の
課
題
に
つ
い
て
熱
く
語
る
声
が
聞
こ

え
ま
す
。
各
自
の
研
究
に
没
頭
し
て
い

る
姿
も
日
常
で
、
課
外
活
動
の
様
子
も

垣
間
見
ら
れ
ま
す
。
知
的
好
奇
心
が
刺

激
さ
れ
、
多
様
な
学
び
の
入
口
へ
と
誘

わ
れ
る
の
で
す
。
塾
生
活
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
そ
の
も
の
で
し
た
。

塾
生
と「
お
や
じ
」と「
お
ば
さ
ま
」

「
お
や
じ
」
と
「
お
ば
さ
ま
」
は
塾
生

に
と
っ
て
固
有
名
詞
で
す
。
創
立
者
の

小
原
國
芳
先
生
と
夫
人
の
小
原
信
先
生

を
、
皆
が
尊
敬
と
親
し
み
を
込
め
て
、

こ
う
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
お
ば
さ
ま
は

玉
川
学
園
創
立
時
か
ら
女
子
塾
舎
監
と

し
て
、
生
涯
女
子
塾
の
発
展
に
尽
力
し

ま
し
た
。
女
子
塾
生
た
ち
か
ら
の
信
望

も
厚
く
、
女
子
塾
講
演
会
や
勉
強
会
の

い
た
の
は
、
午
前
の
農
学
実
験
中
で
し

た
。
お
や
じ
が
天
に
召
さ
れ
た
の
で
す
。

慌
て
て
帰
塾
し
、
お
や
じ
が
病
院
か
ら

玉
川
の
丘
に
戻
る
準
備
を
整
え
、
正
門

か
ら
礼
拝
堂
ま
で
塾
生
が
並
び
讃
美
歌

で
迎
え
ま
し
た
。
棺
が
安
置
さ
れ
た
礼

拝
堂
で
は
、
塾
生
に
よ
る
お
や
じ
の
著

書
『
塾
生
に
告
ぐ
』
の
朗
読
と
讃
美
歌

が
一
晩
中
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
理
想
の
無
い
と
こ
ろ
に
は
絶
対
に
進

歩
は
な
い
。
理
想
は
人
生
のLeading 

Star

で
あ
る
。
指
導
星
で
あ
る
。
博
士

た
ち
を
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
は
導
い
て
く

れ
た
よ
う
に
、
私
の
夢
は
、
私
の
幻
は
、

私
の
教
育
理
想
は
、
私
の
理
想
の
新
し

き
学
校
村
は
、
私
を
こ
こ
ま
で
導
い
て

く
れ
た
の
で
あ
る
」「『
人
は
完
全
を
の

ぞ
む
ほ
ど
に
神
に
近
づ
く
』
の
で
す
。

い
わ
ん
や
、
私
の
で
き
な
い
こ
と
は
、

子
た
ち
よ
、
若
き
人
た
ち
よ
、
勇
敢
に

大
胆
に
果
た
し
て
く
れ
ろ
」。
私
が
仮

通
夜
式
で
朗
読
し
た
、
お
や
じ
の
魂
の

叫
び
で
す
。

　
葬
儀
会
場
の
大
体
育
館
か
ら
出
棺
す

る
際
、
私
は
棺
の
右
側
後
方
を
担
ぎ
ま

し
た
。
最
初
で
最
後
の
お
や
じ
当
番
の

仕
事
で
す
。
棺
に
は
書
籍
や
愛
用
の

品
々
が
納
め
ら
れ
、
ず
っ
し
り
と
伝
わ

る
重
さ
と
悲
し
み
は
今
も
腕
に
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
同
年
6
月
12
日
に
は
、
お

ば
さ
ま
が
逝
去
さ
れ
た
ば
か
り
で
し
た
。

塾
の
発
展
的
解
消

　
1
9
8
7
年
3
月
、
玉
川
の
塾
教
育

は
57
年
の
歴
史
を
終
え
ま
し
た
。
私
学

の
存
続
や
発
展
に
は
、
教
育
・
研
究
活

動
を
通
じ
た
建
学
の
精
神
や
創
立
の
理

念
の
展
開
が
重
要
で
す
。
本
学
で
は
す

べ
て
の
学
部
で
全
人
教
育
を
継
承
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
塾
教
育
に
よ
っ
て
既

に
濃
密
な
検
証
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
お

や
じ
が
描
い
た
限
り
な
き
「
夢
」
を
ど

の
よ
う
に
具
現
化
す
る
の
か
を
熟
考
し
、

塾
生
自
ら
を
対
象
と
し
て
の
実
験
・
試

行
を
重
ね
続
け
た
場
、
そ
れ
こ
そ
が
大

学
塾
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
小
原
哲
郎
学
園
長
・
塾
長（
当
時
）は
、

学
長
室
に
会
し
た
歴
代
の
舎
監
経
験
者

ら
を
前
に
、「
塾
の
発
展
的
解
消
」
を

静
か
に
告
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
英
断

は
、
い
わ
ば
少
数
の
塾
生
の
特
権
で
あ

っ
た
塾
教
育
が
、
1
万
人
を
超
え
る
通

学
生
に
向
け
て
解
き
放
た
れ
、
新
た
な

検
証
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
、
記
念
す
べ

き
瞬
間
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
ま
す
。

　
今
を
生
き
る
私
た
ち
に
、
お
や
じ
の

生
き
ざ
ま
の
模
倣
は
困
難
で
す
が
、
一

画
多
い
「
夢
」
を
追
い
続
け
る
気
概
を

確
実
に
継
承
し
て
い
き
た
い
と
強
く
願

っ
て
い
ま
す
。
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玉川塾があった場所と現在
塾舎は聖山のふもとを中心に、学内に点在していました。
現在、塾舎の跡地には校舎が建ち、新たな学びの場となっています

海棠塾（大学生女子） 龍胆塾（大学生女子） 

創立者夫妻が暮らした小原邸の
一部は、ゆかりの品や学園の歴
史を展示する記念館に

梁山塾（大学生男子）

暁峰塾（大学生男子） 

3代目の太鼓櫓（右）。最初の
塾食堂があった場所にはUni-
versity Concert Hall 2016が建つ

玉
川
塾
と

月
一
回
の
誕
生
会

玉川大学名誉教授

石橋哲成
Tetsunari Ishibashi

中学部入学と同時に玉川
塾に入る。大学助手時代
に大学塾の舎監も務めた

　
私
が
玉
川
塾
に
入
っ
た
の
は
1
9
6
0
年
4
月
、
玉
川

学
園
中
学
部
へ
の
入
学
と
同
時
で
し
た
。
塾
生
活
の
何
よ

り
の
楽
し
み
は
、
月
に
一
度
の
誕
生
会
。
こ
の
日
ば
か
り

は
銀
の
大
皿
に
大
き
な
肉
が
盛
ら
れ
、
そ
れ
を
小
分
け
し

て
フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
で
食
べ
ま
し
た
。
今
思
え
ば
テ
ー

ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
し
た
。
食
後
は
誕
生

日
を
迎
え
る
者
の
紹
介
や
余
興
が
続
き
ま
し
た
。

　
誕
生
日
を
迎
え
た
者
に
は
学
園
の
絵
葉
書
が
渡
さ
れ
、

両
親
に
宛
て
て
葉
書
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

特に思い出深い、毎月の誕
生会とクリスマスの会食

実
家
の
住
所
と
両
親
の
名

前
、
そ
の
下
の
右
半
分
に

自
分
か
ら
両
親
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
く
と
、
左
半

分
の
空
欄
に
は
小
原
國
芳

園
長
自
ら「
○
○
く
ん（
○

○
さ
ん
）、
元
気
で
頑
張
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
國
」

と
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
葉
書
を
受
け
取
っ
た
両
親

の
喜
び
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

　
結
び
は
小
原
園
長
の
お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。
小

原
園
長
が
ス
ピ
ー
チ
の
中
で
「
こ
の
世
に
は
、
ひ
と
つ
と

し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。
人
間
も
そ
う
だ
。
皆
、
神
様
か

ら
い
た
だ
い
た
の
は
た
っ
た
ひ
と
つ
の
命
、
一
回
限
り
の

人
生
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
尊
い
の
だ
。only one, only 

once

の
命
を
大
切
に
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

桔梗塾（大学生女子／右）と塾食堂（左）

塾食堂の跡地に建つSTREAM 
Hall 2019

現在

男子塾の跡地にはELF Study 
Hall 2015が建つ

現在

現在

現在

明倫塾（高校生男子） 

研究センター棟はかつて高等部
の校舎だった

現在

青雲塾（中学生男子） 
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